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鶴見・新横浜出張所では、6 月からの出水期を

迎えるに当たり、災害防止を目的として、許可工

作物（河川管理者以外が設置した構造物）が適正

に管理されているかどうかの検査（「履行検査」

と言います）を 5 月 16 日から 31 日の期間で、約

30 箇所実施しました。 
履行検査では、出水時に水門の開閉が出来るか

どうか、傷んでいないかなどの確認を行っていま

す。 
これらの中で、施設管理上支障があるものに対

しては、改善の指導を行っています。 

横浜市鶴見区の市場下町、栄町通３丁目の２箇所

で行われていた耐震堤防工事が完了しました。 
この工事は、大きな地震時に堤防下が液状化しづ

らくするための耐震堤防工事です。（工事概要「鶴見

川出張所だより第５号裏面」参照） 
今年度も市場下町、栄町通（芦穂橋の上流側と下

流側）の 3 箇所で引き続き耐震堤防工事が行われる

予定です。 
 この他にも河道内に溜まっている土砂を掘削す

る工事なども実施していきます。 
沿川の皆さんには、ご迷惑をおかけしますが、よ

ろしくお願いします。 

京浜河川のＨＰは http://www.ktr.mlit.go.jp/keihin/ 

 



   

 

 

 

鶴見川でもたくさんのアユが生息しているのを

ご存じですか。 
平成に入った頃から鶴見川ではアユの遡上が確

認され始め、最近では亀甲橋の下で投網を打つと

10 匹程度は入ります。 
鶴見川流域センターでは、アユの解禁日が 6 月

1 日からと神奈川県条例で定められているため、6
月 1 日から 10 月 14 日まで 2 階の鶴見川流域水族

館でアユの展示を行っています。 
この水族館では、下流域で捕れたカレイの子ど

もやウナギ、ドジョウなど様々な魚が展示されて

います。 

あ と が き 
 これから梅雨期、台風期と大雨が降りやすい時
期が続きます。 
京浜河川事務所では、流域の雨量情報や河川の

水位情報など発信しています。鶴見川を利用され
ている皆さんは、パソコンやスマホ、携帯電話で
情報入手してく ださい。（ケイヒンモバイル） 
http://www.ktr.mlit.go.jp/keihin/m/ 
私が『出張所だより』を発行して 9 年目となり

ました。江戸川河口出張所勤務の時でしたが、事
務所内の広報誌ぐらいで作り出した新聞（出張所
だより）を「ホームページに載せて PR したらど
うか。」と当時の上司（事務所長）から助言され、
今まで欠かすことなく 毎月発行してきました。 
先般、当時の上司から「良く 続いているね」と

お褒めの言葉を頂き、チョット 嬉しい気分になり
ました。 
定年まであと 10 ヶ月となりましたが、河川を

利用される方などに少しでも役立てばと思い今
後も作成していきます。 

『鶴見川 出張所だより』編集長（上林喜美夫） 

Ｊ Ｒ小机駅の近く にある、地域防災施設鶴見川
流域センターは、流域にお住まいの皆様への情報
発信施設として、また、洪水や地震時の防災拠点
となる施設です。 
今月は、鶴見川多目的遊水地が平成 15 年 6 月に

完成して 11 年が経過し、昨年度までに 13 回の洪
水の流入がありました。今年も６月６日、関東の
南海上に停滞した低気圧の 
影響により、関東地方でま 
とまった降雨となり、各地 
で土砂災害、低地での浸水 
などもたらしました。 
 遊水地でも６日 21 時 15 
分頃から７ 日２時 20 分頃ま 
で流入がありました。 
これらの記録も展示しています。 

  
 

 京浜河川事務所では、梅雨や台風等に伴う本格的な
大雨の時期を前に、洪水時の迅速な対応を各行政機関
や水防団が行うために、洪水時に危険になる箇所や工
事箇所など『重要水防箇所（※）』を河川管理者と行
政機関の職員が一緒に廻っています。 
 鶴見川では、６月11日の午後、鶴見出張所管内から
新横浜出張所管内にかけて合同巡視を実施しました。
（※）「重要水防箇所」とは・・・ 
「大きさ（高さ、幅）が不十分な堤防」「過去に法面
が崩れた堤防」「漏水実績のある堤防」「過去３年以
内に完成した堤防」など、洪水時に危険になることが
予想され、重点的な巡視や点検が必要な箇所のことを
いう。 

【毎週火曜日が休館日です】 
住所 横浜市港北区小机町２０８１ 

電話 ０４５－４７５－１９９８ 
（鶴見川流域センター直通） 

 


